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1.評価結果の概要



保護者の評価は全体的に高い
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学校評価の結果



高評価項目



１．高評価項目 TOP５

〇いじめ防止、適切な指導・支援

○個別の指導計画の活用と確かな学力等の育成

○学級費等の適切な説明報告

〇分かる授業づくり

○食育、食事の適切な指導

保護者



１．高評価項目 TOP５保護者

○個別の指導計画の活用と確かな学力等の育成【3.７９】

○いじめ防止、適切な指導・支援【3.７９】

〇学級費などの適切な説明【3.７６】

〇分かる授業づくり【3.７６】

○食育、食事の適切な指導【3.７６】



１．高評価項目 TOP５職員

〇いじめ防止と適切な指導

〇安全点検の適切な実施

〇学校行事の適切な実施

○危機管理マニュアルの整備と緊急時の対応

○日常生活の指導・余暇活動の適切な実施



１．高評価項目 TOP５職員

〇安全点検の適切な実施【3.２５】

〇いじめ防止と適切な指導【3.２３】

〇学校行事の適切な実施【3.２３】

○危機管理マニュアルの整備と緊急時の対応【3.１８】

○日常生活の指導・余暇活動の適切な実施【3.１６】



低評価項目



低評価項目（２点台）は特にありませんでした。

保護者



３．本校の課題（評価が２点台）
職員

食育・食事の適切な指導（２．８７）

業務の効率化・時間外勤務縮減（２．８９）

「個別の指導計画」活用と授業（２．９２）

キャリア・学びの連続性（２．９７）

教科別指導の適切な実施（２．９７）



主要課題の比較
Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

関係機関との連携・進
路指導

地域への情報提供・発
信

業務の効率化・時間外
勤務縮減

食育・食事の適切な指
導

教科別指導の適切な指
導・効果

業務の効率化・時間外
勤務縮減

食育・食事の適切な指
導

業務の効率化・時間外
勤務縮減

合わせた指導の適切な
指導・効果

キャリア・学びの連続
性

「個別の指導計画」活
用と授業

地域への情報提供・発
信

食育・食事の適切な指
導

キャリア・学びの連続
性

研修等による専門性の
向上

教科別指導の適切な実
施

業務の効率化・時間外
勤務縮減



２.職員と保護者の評価差



①食育・食事の適切な指導【評価差: 0.8９】

②個別の教育支援計画の作成と活用【評価差: 0.８７】

③個別の指導計画の活用と確かな学力等の育成【評価差: 0.７３】

２．職員と保護者の評価差 TOP３



３.自由記述に基づく課題



自由記述に基づく課題

1.個別の教育支援計画・個別の指導計画の改善

2.教職員間の連携と職場環境の改善

3.業務効率化・時間外勤務削減

4.キャリア教育の改善

5.いじめ防止と指導体制の強化

6.食育・食事指導

7.教育環境の改善



４.保護者からの要望まとめ



要望内容:

運動会の日程が他校と重複し、保護者が対応に苦慮している
状況を改善してほしい。

背景:

他校の行事と重なることで、家庭内での優先順位の調整が困
難になっている。

1. 学校行事の運営に関する要望：運動会の日程調整



要望内容:

給食だよりの配付を早めてほしい。

背景:

配付が遅れることで、家庭での食事計画やアレルギー対応が
しづらくなる？※理由は未確認

２.給食に関する要望：給食だよりの配付タイミング



要望内容:

給食費を無償化してほしい。

背景:

保護者負担軽減への期待がある。

２.給食に関する要望：給食費の無償化



要望内容:

寄宿舎で使用しているスリッパの破損状態を改善してほしい。

背景:

日常的に使用する備品の不備が保護者から指摘されている。

２.校内環境に関する要望：寄宿舎のスリッパ修繕



要望内容:

利用できないプールを再開してほしい。

背景:

子どもの体力向上やリハビリ活動への活用が期待されている。

３.校内環境に関する要望：プールの復活



要望内容:

不審者対応や緊急時の対応策を、保護者にも具体的に共有し
てほしい。

背景:

保護者が緊急対応の内容を十分に把握できておらず、不安を
抱いている。

４.安全管理に関する要望：危機管理マニュアルの具体化と共有



要望内容:

寄宿舎の出入り管理や鍵掛けのルールを明確にしてほしい。

背景:

防犯対策の曖昧さが保護者に不安を与えている。

４.安全管理に関する要望：寄宿舎の防犯対策



要望内容:

障害児教育に熱意を持った教職員を採用してほしい。

背景:

子どもに寄り添った教育を求める保護者の声がある。

５.教職員採用に関する要望：教職員の適切な採用



５．検討せずにすぐに改善できる、

または改善すべき内容



給食関連（給食だより配付の前倒し・献立の工夫・アレルギー対応の徹底）

校内環境の改善（スリッパ修繕・温度管理改善・自立活動室の環境整備）

情報共有（危機管理マニュアルの共有）

保護者対応（保護者意見への迅速な返答）

生徒指導（不適切な言葉遣いや指導の改善：児童生徒を呼び捨てやあだ名

で呼ぶこと。児童生徒に対して厳しすぎると思われる指導。）

検討せずにすぐに改善できる、または改善すべき内容



６．各課題に関する本校の現状と方向性



1.個別の教育支援計画・個別の指導計画の改善



 学校・寄宿舎・保護者間での情報共有不足。

 計画作成が目的化し、指導実践とのつながりが弱い。

 作成プロセスが非効率で、長期目標・短期目標の締切が曖昧。

課題

➢ 教務部と寄宿舎研究部が連携して、個別の教育支援計画および指導計画の運営ルールを

再検討する。

➢ 教務部、研究部で協働し、実践につながる様式や手順を見直し、Sスケールや自立活動課

題関連図の活用法も含めた新たなフォーマットを提案する。

校内の考え

1.個別の教育支援計画・個別の指導計画の改善

⚫ 教務部、研究部、寄宿舎研究部

担当部署



2.教職員間の連携と職場環境の改善



 暗黙の了解に頼るコミュニケーションが多く、業務負担が偏り、特に非協力的な態度や強い指摘

が生じやすい。

 メンタルヘルスの問題もあり、心の余裕が不足しているため、協力体制が希薄になっている。

課題

➢ 管理職がリーダーシップを発揮し、職員間のネガティブな言動を減らすとともに、日常

的な交流の機会を増やす。 

➢ 職員同士が得意なことや好きなことを積極的に共有し、互いにフォローできる環境を作

る。

校内の考え

2.教職員間の連携と職場環境の改善

⚫ 総務部、各学部、寄宿舎、管理職

担当部署



3.業務効率化・時間外勤務削減



 業務リストが不十分なため、優先順位が不明確。

 不要な業務の重複や作業手順の非効率が目立つ。

 ICT活用が遅れており、PCスペックの不足も指摘される。

 業務の引き継ぎが不十分で、同じ作業を毎回再度行う状況。 

課題

➢ 業務を「リスト化」して分類し、重要度・緊急度に基づいて削減・効率化する。

➢ ICTツールを活用し、クラウド型の共有ツールや自動化ツールを積極導入する。

➢ 組織としての意識（個人業務ではなく、チームで取り組む）を醸成する。 

校内の考え

3.業務効率化・時間外勤務削減

⚫ 総務部、情報教育部、各学部、寄宿舎

担当部署



4.キャリア教育の改善



 卒業後の進路支援（特に日中先、夜間先）の調整が十分でない。

 キャリア教育全体計画が5年前のままで、現状に合致していない。

 教務部から今年度の新たな提案がなく、組織的な取り組みが停滞している。 

課題

➢ キャリア教育を学校全体で再構築するため、教務部から明確な方針を示す必要がある。

➢ 予算が限られる場合は、オンライン（Zoom）見学やリモート相談を活用する。 

校内の考え

4.キャリア教育の改善

⚫ 教務部、支援部（進路）

担当部署



5.いじめ防止と指導体制の強化



 現行のいじめ対応マニュアルが現状に即しておらず、迅速な対応が難しい。

 教職員による指導方法にばらつきがあり、強すぎる指導が生徒や職員間に悪影響を与えている。

 生徒からのいじめに関する信頼が損なわれるリスクがある。

 初任者や若手教員の指導スキルが不足している。 

課題

➢ マニュアルの見直しと、定期的な事例共有を通じて、迅速かつ適切な対応力を強化する。

➢ 外部講師を招いた専門研修や、アンガーマネジメント、コーチングの研修を実施し、指導者間の共

通基準を確立する。

➢ いじめ対策委員会で、事実認定のプロセスと対応結果を透明化する。 

校内の考え

5.いじめ防止と指導体制の強化

⚫ いじめ対策委員会、各学部、寄宿舎

担当部署



6.食育・食事指導



 給食だよりの配布タイミングが原則前月の最終金曜日だが、月代わりが月曜日の場合は調整が必要。

 アレルギー対応メニュー表の配布順が不明確で、担任に届かない場合のチェック体制が不十分。

 季節の食材を活かした郷土料理メニューや、生徒アンケートに基づく人気メニューの実施が不足。

 おかずやデザートの選択肢を提供するセレクト給食の実施も検討中。 

課題

➢ 配布スケジュールの柔軟性を高め、必要に応じた前倒しを実施する。

➢ 配布順を「厨房⇒寄宿舎⇒担任」とし、チェック体制を強化する。

➢ 季節感や地域性を反映したメニュー作成、セレクト給食の試行を通じて、食育の充実を

図る。 

アイディア例

6.食育・食事指導

⚫ 学校保健給食委員会

担当部署



7.教育環境の改善



 施設の老朽化や設備の不足により、学習環境が十分に整備されていない。

 修繕願の提出は行われているが、進行管理が必要。

 寄宿舎における扇風機不足、遮光カーテンなどの室温対策が求められる。

 不要備品の再利用（例: 学校のスリッパ）について、計画が不十分。 

課題

➢ 修繕願提出後、迅速な対応と進捗管理を行い、現状の問題に即時対応する。

➢ 大規模改修に向けた事前準備を進めながら、短期的な修繕・設備の改善を図る。

➢ 使用可能な備品の再利用と、室温対策を検討する。 

校内の考え

7.教育環境の改善

⚫ 危機管理委員会、生活安全部、寄宿舎庶務部

担当部署



７．校長によるR7経営構想



課題に対する優先順位付け（スコア方式・カテゴリ分類）







「できること、できる範囲で、コツコツと」

皆さん一人ひとりの力を貸してください。

チーム網養として一致団結していきましょう！
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